
 
 

 

魅力発信・観光・商業地賑わいワーキング 

担当取組項目： 
情報発信等 1～4,7～13，20～23，67
教育 5,6 
商業施設等 97～105 
雇用 111，112 

【前回推進会議からの主な動き】 
魅力発信や商業地賑わいづくりに向けて，昨年度に引き続き，それぞれの活動グループ（情報発

信グループ，事業者連携グループ等）が主体となり，継続的に活動を展開している。今年度新たに

動画作成，駅前の賑わい施設等の具体化に向けた調査やマルシェ等の企画を継続しながら，これま

で取り組んできたラジオ番組やウェブサイトの充実・改善を図っていく取組を検討，進めている。

 
（魅力発信） 
○ポータルサイトの充実 
 ・更新しやすく，見やすくするためのウェブサイトの充実と閲覧者増を目指し検討を進めている。

 ・ＳＮＳ（facebook）を活用した発信ができるように，勉強会を 9 月に開催する。 
○タウン誌「むかいじま だいすき」 
・第１号は順調に配布し，好評を得ている。第２号は助成金を申請，秋に発行を目指す。 

○京都リビングエフエムでのラジオ番組の検討・実施 
 ・京都文教大学・留学生のグループと連携した番組を企画。まずは２回，助成金を原資に放送に向

けた準備を進めている。 
○向島の魅力発信動画の作成 
・より多くの参加を得ながら，作成を進めるため，9 月にアイデアミーティング，ドローン体験会

を実施し，動画内容の検討，作成チームの発足させる予定。 
○魅力発信拠点づくり 
 ・向島中跡地の活用で向島の魅力発信拠点づくりを検討している。 
（観光） 
○駒札の設置・歴史ツアー 
・これまでに歴史スポット等に９本設置した。少なくともあと２本増やし，それらを活用した歴史

ツアー等を検討する予定。 
（賑わい） 
○駅前の賑わいづくり 
・駐輪場の本格活用はすぐには難しいが，一時活用できる空間を使った賑わいづくりの取組の検討，

将来的な飲食店等の実現可能性を検討していく。 
・上記のために，夜マルシェを 8 月に実施，市場調査を実施する予定。 

○バザールの実施 
 ・6 月に実施，次回は 9 月 22 日に実施する。すまいるマルシェも同日開催。 
○ニトリの開業と連携 
 ・ニトリ開業については予定通り工事が進んでいる。 

主な構成メンバー 

（敬称略） 

リーダー 神門（魅力発信・観光），奥田・中嶋（商業賑わい） 
進捗管理 京都市都市総務課，公社，アルパック 
地域住民 橋本，福井，上代，奥田，神門，角野 他 
事業者 中嶋農園，山本牛乳店，千姫を偲ぶ会，中小企業家同友会，商店会，

むかいじま健幸プラス 他 
その他 すばる高校，公社，伏見区役所，向島図書館，京都文教大他 

各ワーキングの取組状況 

資料４ 
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今年度取り組むプ

ログラム・取組 

7 まちあるきマップ作成と歴史のまちあるき企画の実施 
8 向島秋の祭典・千姫行列等地域のまつりの実施 
9 農を活かした来訪者の呼び込み 

21 ポータルサイト開設・運営 
22 タウン誌の発行 

23 地域放送局（団地ラジオ）の設立・運営 

97 24 号線沿い賑わい施設整備の検討 

98 向島ニュータウン商店街の空き店舗及び広場の活用 

2019 年度第２回ワーキング 令和元年 6 月 15 日（土）参加者：13 名 

○前回ＷＧの振り返り 

・前回の内容を共有した。 

○活動進捗状況の共有 

【情報発信グループの取組】 

・タウン誌は配布が進み，好評であること，助成金を申請し，11 月を目指して第２号発行を目標と

することを確認した。 

・ラジオ番組は京都リビング FM にて，京都文教大学の関心ある学生と進めていくことを確認した。

・タウン誌やラジオ番組などのスポンサー・協賛金を獲得するため，応援隊・財政基盤づくりにタウ

ン誌を持参して営業に回ることにした。 

・ポータルサイト（向島まつり HPを母体にしたもの）は名称を「むかいじまだいすき」に変更，改

善を進め，各種リンクも充実することにした。 

・観光では，駒札の設置状況や地元事業者や農業事業者による農を活かした取組がこれまであまり共

有されていなかったことから，改めて取組内容をお聞きした。 

・賑わいでは，ニトリの工事進捗状況やマルシェ，バザールの実施，駅前駐輪場の活用可能性の検討

について共有した。 

【魅力発信動画作成】 

・京都市の予算をもとに魅力発信動画の作成を行うこと，撮影・制作はプロに依頼すること，映像づ

くりのチームを募集，ミーティングを夏に実施，ドローン体験イベントも実施することを確認した。

【駅前の賑わい・活用】 

・6/9 に開催されたすまいるマルシェ，わいわい元気バザールの様子，今年度は 9/22,12/22,3/22 に

実施予定であることを共有した。 

・事業者目線での駅前のニーズ調査を 8/7,9 に行うことを検討していることが報告された。 

・駅前の土地管理者について複雑であることから状況を確認することが課題として示された。 

【その他】 

・元向島中学校の教室を活用した魅力発信拠点づくり，歴史魅力発信としての駒札の２箇所追加を目

指すこと，ツアーを企画したいこと，野菜市が継続実施されていること，ニトリ工事進捗状況，駅

前の元小児科跡地の情報等について確認した。                  

以上

2019 年度第３回ワーキング 令和元年 8 月 3 日（土）参加者：12 名 

○参加者の紹介 

・今回新たに３街区から１名参加いただいた。 

○活動進捗状況の共有・検討 

【駅前の賑わい・活用】 

・8/7,9 に市場調査も兼ねて，夜マルシェの実施に向けて，広報及びアンケート調査内容について検

討を行った。 

・野菜市は８月も予定通り実施予定。幟が必要になっている。 
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【情報発信グループの取組】 

・タウン誌は残り数百部となっており，順調に配布している。 

・ラジオ番組作成は京都文教大学と留学生のグループと連携し，10月～向島まつり実行委員会とも

連携して助成金をもとに，ひとまず２回放送する予定。 

・ポータルサイトは名称を「むかいじま だいすき」に変更したが，まだまだアクセスが少なく，リ

ニューアルについて検討を引き続き行っている。 

・facebook の活用について，9/7 に講座を開催する 

・まちづくり通信は 9月末に発行予定。いろいろな活動紹介も充実させていきたい。秀蓮小中学校の

中学生年代に先日紹介し，興味をもってもらえた。 

【魅力発信拠点づくり】 

・向島中の空き教室を使っての展示や図書館との連携を検討中 

・駒札の追加２ヶ所が実現すれば，歴史ツアーを検討していく。住民の理解も得ながら，まち歩き企

画についてチームをつくり，検討を進める。 

・Google マップによる歴史スポットの地図登録や既に登録されている位置の修正なども勉強しなが

ら，発信媒体として活用していく。 

【魅力発信動画作成】 

・9/15 に動画づくりのアイデアミーティングを実施，ドローン体験イベントを 9/22 に実施。 

【その他】 

・駅前駐輪場や土地の賑わい施設の誘致や活用については，収益が成り立つかどうかの住民ニーズ・

市場調査を続けながら，土地の管理者との調整など今後も検討していく。住民の合意形成も必要に

なる。 

・ニトリ開業に向けて工事は予定通り進んでいること，駅前の元小児科跡地について情報共有を行っ

た。 

 

○次回ＷＧ 

9 月 28 日（土）午後１時 30 分～   場所 向島学生センターセミナーハウス 

以上
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住環境 
担当取組項目：24～40，65，66，106～

110 

【前回推進会議からの主な動き】  

●公園のワークショップについて 

・現状について情報共有ならびに確認を行い，改修が必要と思われる箇所をリストアップしてい

る。今後はリストアップした箇所から優先順位が高いところを，9 月以降に，子どもたちが参加

できる形で，自治会と協力しながら実施をする案を作成している。 

●近鉄バスの運行改善について 

・伏見区役所とも協議を重ね， 地域住民や近鉄バスの双方にメリットがある方法（運行ルートや

運行時間等）を模索している。また，地域鉄バスの運行ルート上，カバーできない範囲については

事業所の介護車の運用など，他の代替手段についても検討ならびに情報収集，事業者へのヒアリン

グを行い，課題の抽出を行い，実現可能性について議論を重ねている。 

●住環境パトロールの実施について 

・6月に 5・6街区周辺にて実施した。その結果，センター広場を中心に改修が必要と思われる箇所

の発見や，センター広場の「藤棚の下」をまちづくりへ有効利用するなどの提案がなされた。次

回は 9月以降に実施予定。 

主な構成メンバー 

（敬称略） 
リーダー 小山矩夫（６街区自治会会長） 

進捗管理 京都市都市総務課 

地域住民 増田（向島二ノ丸学区子ども見守り隊）日高（二の丸北学区社

協），福井（二ノ丸北各種団体連絡協議会），宇野（向島藤ノ木学

区社会福祉協議会），山崎（向島中央公園愛護協力会），神門（向

島駅前まちづくり協議会），高木（笑顔つながろう会），田嶋（8,9
街区自治会長），内林，福間，森田（1 街区），橋詰（3 街区），志

賀（5 街区），松本（6 街区），他  

その他 入江（市住宅公社），村重（区役所地域力推進室）,小林（京都文

教大学）他 

今年度取り組むプ
ログラム・取組 

34 中央公園，東公園の樹木等の再整備 

38 市営住宅・住宅供給公社共用施設，設備の改修 

39 住民参加による老朽化した共用施設の再整備 

65 住環境パトロール活動の実施 

66 共用空間再生ワークショプ実施 

91 住民による美化活動の充実 

93 
安全・危険情報の地域内周知，高齢者や障害者が参画する防犯活

動 

94 
交通マナーの啓発，意識向上の取組，高齢者や障害者が参画する

交通安全活動 

4



2 

第 2 回 ワーキング 令和元年 5 月 28 日(火) 参加者：１２名 

●公園のワークショップについて 

・「住環境パトロール」では劣化が進んでいる街区公園の遊具等を多数見受けられている。住民と行

政の協力のもと，改修箇所をリストアップし，改修の取り組みについても各自治会等へ協力を呼び

かけるなど，次回以降，具体的な改修方法を検討する。 

・向島中学校横の横断歩道の白線やゼブラゾーンが薄くなっているといった報告や，1・5街区の公園

の遊具などのペンキ塗りを子どもたちに呼びかけ，一緒に取組むなど，提案がなされた。 

●近鉄バスの運行改善について 

・「近鉄バス（竹田行路線）の運行改善」  の検討において，今年３月に開始された山科区小金塚地

域の循環バスの社会実験（実証運行）が紹介された後，今後の近鉄バスと交渉の糸口を探る議論を

行った。今後も近鉄バスとの協議を進めていく。 

・「向島・向島南地域にマイクロバス導入の可能性」の検討において，介護車の一般住民運搬への転

用が無料であれば法的な問題がないことが確認された。今後はその関係経費の捻出方法も含め，課

題の抽出と対応を検討していく。 

第 3 回 ワーキング 令和元年 6 月 25 日(火) 参加者：１２名 

 公園のワークショップについて 
・9 月以降に実施予定。塗装場所や箇所について，できる限り早めに確定し，必要な備品等も算出し

ていく。 
 近鉄バスの運行改善について 
・ 「近鉄バス（竹田行路線）の運行改善」  の検討では，時刻表の見直しについて議論し，近鉄バス

と乗客（住民）の双方にメリットがある点を探り，協議を進めていく。 
・ 「向島・向島南地域にマイクロバス導入の可能性」  の検討では，実施については，運転手の確

保，利用時間等に大きな問題があり，介護車の転用については解決すべき課題が残されている。今

後は，再度住民のニーズ調査を行うことやタクシーや民間バスの可能性を探っていきたい。 

 住環境パトロールの実施について 
・6 月 1 日(土)に， 住環境パトロール （「6 街区周辺」）を実施し，次の通り報告がなされた。 
①24 号線沿いのカイヅカイブキの街路樹が（剪定後も）歩道にはみ出している。 
②センター広場内，根上りがあり，つまずく箇所が多数ある。 
③センター広場の改修が未だ，黒や褐色のままである。 
④センター広場の「藤棚の下」をまちづくりに有効利用できないか。 
 

第 4 回 ワーキング 令和元年 7 月 30 日(火) 参加者：８名 

 公園のワークショップについて 
・子どもたちが参加できるように進めていくと共に，酷暑のため，暑さが和らぐ季節に実施を検討

し，自治会に提案する。 
 近鉄バスの運行改善について 
・  「近鉄バス（竹田行路線）の運行改善」  の検討では，双方にメリットがある運行時間についても

提案を図りたい。 
・住民側の近鉄バスの利用を促進する取組も必要ではないかとの意見も挙げられた。 
・向島地域において，乗り合いタクシーの利用についても検討してはどうか，提案がなされた。 

 住環境パトロールの実施について 
・9 月以降実施予定 
 次回 WG 

8 月 27 日(火)19：00～20：30  於．京都文教マイタウン向島【MJ】 
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防犯 担当取組項目：88 96  

【前回推進会議からの主な動き】 

○前年度を踏まえて，議事整理を行った結果，今年度は防犯 WG単独で行うこととした。 

○今年度，メンバーおよび取り組む内容，現状について確認した。危険箇所の把握，マップづくりに

ついては住環境パトロールと連携や交通マナーの啓発と，95交通安全教室の開催については，多言

語化も含め検討する。 

主な構成メンバー 

（敬称略） 

リーダー 小林（京都文教大学） 

進捗管理 京都市都市総務課 

地域住民 
福井（二の丸北各種団体連絡協議会会長），橋本（藤ノ木赤十字分

団長），雪丸（藤ノ木防犯），長井（伏見区平安レディース隊），小

山・松本（６街区） 

今年度取り組むプ

ログラム・取組 

88 見守り活動の充実 

90 危険箇所の把握，マップづくり（住環境パトロールと連携） 

91 住民による美化活動の充実 

93 安全・危険情報の地域内周知，高齢者や障害者が参画する防犯活動 

94 
交通マナーの啓発，意識向上の取組，高齢者や障害者が参画する

交通安全活動 

95 中国帰国者などを対象とした交通安全教室の実施 

第１回ワーキング 令和元年７月２日（火） 参加者：６名 

○前年度の活動状況の確認と今年度の進め方について 

 ・住環境 WGと合同で特に WGとしての活動は行なっていなかったことを確認した。 

 ・各学区の防犯活動を継続させた上で，年に３回程度，防犯 WG で情報共有を行う。 

 ・交通マナー向上活動など３学区合同で実施できるものは防犯 WGで議論する。 

○ビジョンのプログラムについて 

 ・進捗状況の確認と今年度取り組む活動について，以下の通り，議論した。 

  （90） 危険箇所の把握，マップづくりについては住環境パトロールと連携して活動する。 

  （94）交通マナーの啓発と，95 交通安全教室の開催については，多言語化も含め検討する。 

  それ以外の活動プログラムについては学区ごとに継続して取り組む。 

 各学区防犯活動の報告と意見交換 

 ・各学区の見守り活動の状況（特に秀蓮小中学校の開校に伴う通学路と下校時の見守り状況）。 

 ・交通マナー啓発について外国語の交通ルールブック（日本・中国）を藤の木小学校が使用。 

 ・外国語の交通ルールブックが伏見署や学生センターなどにないか確認する。 

 ・防犯カメラの設置状況について意見交換（４・７街区，センター商店街に未設置）。 

 ・ゴミの不法投棄や家庭のゴミ出しのルール違反について意見交換。 

○次回WG 

第２回 WGは１１月に開催予定 
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子ども・若者支援 
（子育て世帯等支援含む） 

担当取組項目：41～52  

【前回推進会議からの主な動き】 
○向島中学校跡地の利用が始まり，子ども若者の拠点として，諸活動が具体的に展開され始めた。

  ・向島ユースセンターの活動： 8月からはＭＪと跡地両方を使って毎金曜日に開所 

  ・キッズキッチン：      8/24，バーベキュー開催（イスラムの子どもへの対応◎） 

  ・インラインスケート教室：  8 月から毎水曜日の夕方から体育館で試験的に開催 

                 参加や見学を呼び掛けるチラシを作成・掲示 

  ・サッカークラブ：      既にグランドの使用を申請済み 

  ・この他，小学生の学習会や雨の日の遊び場，また中学生の放課後の居場所づくり等の 

   取組みが計画されている。 

○「地域でつながる日本語教室」事業がスタートした。 

  ・京都市国際化推進室から京都文教大学への委託事業として，外国籍住民と向島地域の住民を

繋ぐ国際交流事業として，7/20(土)打ち合わせ会が開かれ，今年度の活動計画等を決めた。

  ・9/29（日）ミニバスツァー  ・10/26，27 向島まつりに模擬店出店 

  ・2019/10～2020/3 向中跡地で毎月第一，第三土曜日に日本語教室と地域交流等 

○今年度ステップアップ事業として「向島ユースセンター」の活動が助成金の申請を行っている。

主な構成メンバー 

（敬称略） 

リーダー 山内忠敏（向島藤ノ木学区民児協），長谷川光弘（3 街区Ｇ棟） 

進捗管理 三林真弓（京都文教大学臨床心理学部教授）・杉本星子（京都文教

大学総合社会学部教授） 

地域住民 佐々木・高木（向島二の丸学区民児協），増田（向島二の丸学区子

ども見守り隊），日高（二の丸北学区社協），本田・河野（伏見地

区更生保護女性会），上田（向島中学校学校ＰＴＡＯＢ），松本・

松田（向島藤ノ木学区民児協），西谷（向島南学区，向島中学校学

校 PTAOG），長井（伏見区平安レディース隊）他 

事業者 圓山（城南保育園），丸岡（城南児童館）,井桁（野の百合保育

園），大濱（むかいじま健幸プラス），森下・田中（中部はすの実

ひろば），大下・国兼（伏見青少年活動センター），山本・小山

（伏見区社協）他 

その他 三林・杉本（京都文教大），福井・美留町（向島駅前まちづくり協

議会），山本（区役所子どもはぐくみ室），長澤（向島ユースセン

ター），土橋（MJ 学習会），小林（MJ キッズキッチン）他 

今年度取り組むプ

ログラム・取組 

42 中学生の勉強場所の確保 

43 「アフター５スクール」づくりの推進 

47 
子育て支援施設と自治会等の連携構築と担い手の育成・世代交代

の促進 

48 子育て OBOG や学校教員 OBOG による「地域コミュニティ」づくり 

50 夜の安心安全な居場所，食の支援，学習支援 
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令和元年度 

主な活動の報告 
第 2 回 
WG 会議 

１ 参加者の紹介 
２ 前回ＷＧの内容の確認・振り返り 
３ 向島中学校跡地における子ども若者拠点づくり関連事業につ 

いて 
４ 「地域でつながる日本語教室」について 
５ 地域団体活動ステップアップサポート助成金申請について 
６ その他 

第 2 回ワーキング 令和元年 7 月 20 日（土） 参加者：18 名 

○向島中学校跡地における子ども若者拠点づくり関連事業について 

 各活動グループから向島中学校跡地の具体的利用計画について報告があり，意見交換が行われた。

   ①小学生学習会 

   ②向島ユースセンター 

   ③インラインスケート教室 

   ④サッカークラブ 

   ⑤その他 

 

○「地域でつながる日本語教室」について 

  当事業立ち上げの経緯と趣旨及び打ち合わせ会の実施について，京都市と京都文教大学から説明

と，今後の協力要請があった。 

 

○地域団体活動ステップアップサポート助成金申請について 

  申請の状況と経過について報告があった，この時点で審査結果は未確定である。 

 

○その他 

  この夏，予定されている各学区・各街区の夏祭りについて，秀蓮小中学校の開校によって 

  子ども達の動きや移動範囲が広がることが予想されることや，その対応について意見交換 

  が行われた。 

 

○次回 WG 

9 月 28 日(土)10：00～12：00   於，向島中学校跡地「交流ルーム」の予定 
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暮らし安心ワーキング 
（高齢者・障害者・多文化多世代交流） 

 

担当取組項目：14～17，53～58  

【前回推進会議からの主な動き】 
ＷＧは，今年度から全体ＷＧ（高齢者・障害者・多文化多世代交流）と中国帰国者交流ＷＧの２

つに分けて開催するが，中国帰国者等においても高齢化などの共通課題もあることから，全体ＷＧ

と情報共有し，議論を進めていく。 
 

（空室活用検討作業部会（仮）について 
市営住宅の空室活用の検討については，昨年度に宇治市に公営住宅における福祉活用の視察等を

行い，研究を進めてきたことを踏まえ，作業部会（仮）を設けて検討を進めるが，事前に京都市の

住宅部門及び福祉部門との意見交換をしつつ，作業部会の運営方法等を検討することした。 
まず，７月２２日に市営住宅を管理している住宅管理課・松下課長と意見交換を実施した。 
福祉分門については，日程等を調整中。 

（認知症カフェなど居場所づくり） 
認知症カフェなど居場所づくりについて，他地域の活動を視察するなど，研究を進めつつ，具体

的な活動等の検討を進めていく。 
（シネマとトーク） 
  １１月３０日（土）１３：３０～ 映画「ぼけますからよろしくお願いします」と杉野夫妻トー

ク（於：８，９街区集会所） 

主な構成メンバー 

（敬称略） 

リーダー 黒多（にじいろプロジェクト） 
進捗管理 片山（京都市都市総務課企画調整係長） 
地域住民 佐々木（向島二ノ丸学区民児協），増田（向島二ノ丸学区子ども見

守り隊），日高（二の丸北学区社協），田嶋（向島藤ノ木学区社協），

山内（向島藤ノ木学区民生・児童委員協議会），宇野（向島東公園

愛護協力会），小山（向島公団住宅自治会），福井（二ノ丸北各種団

体連絡協議会），小島（1 街区），矢吹，櫻田（5 街区），木村（11
街区），藤井（3 街区），遠山（夕陽紅の会）他 

事業者 平田，佐藤（愛隣館），岩城，福井（むかいじま病院），谷口（あじ

さいガーデン伏見），西川（地域包括支援センター），高（こうふく

介護サービス）高田（メディケア・リハビリ訪問看護ステーション），

他 
その他 吉村，馬場，杉本（京都文教大），美留町（向島駅前まちづくり協

議会）他 
今年度取り組むプ

ログラム・取組 

14 既存施設の活動拠点としての活用 

15 市営住宅集会所・空き住戸の改修と活用 

16 多文化・多世代交流の機会づくり 

18 街区・学区を越えて誰もが集える多文化・多世代のまちづくりを進

めるための拠点の整備の検討 

19 多文化・多世代のまちづくりを進めるための拠点の運営主体となる

住民組織，ＮＰＯ等設立の検討 

53 街区集会所等による生活サポート拠点づくり 

56 健康づくりや文化活動等の事業連携，情報の共有 

58 総合的な生活支援サービス事業の実施 
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第２回ワーキング 令和元年６月８日（土） 参加者：１５名 

○「防災タウンウォッチング」の報告 
 ・5 月 19 日に開催し，当日は車椅子使用者や視覚障害者も参加。藤ノ木地区と二の丸地区に分かれ

てウォッチングした。 
 ・点字ブロックの凸凹は歩行補助者を使用する高齢者にとっては歩きにくいとの意見あり。 
 ・元向島二の丸小学校跡地の周りで，利用する人が少なくなったという理由で街灯が間引きされて

いる。今後，横断歩道などの塗り替えも頻度が少なくなるのではないかとの意見あり。 
○空室活用検討作業部会（仮） 

・昨年度は公営住宅の福祉的な利用の視察やセミナーを実施したことから，市営住宅の空室活用検

討作業部会（仮）を立ち上げてはどうかとの提案あり。 
・向島１街区市営住宅の親子ペア住宅を対象にしてはどうか。また，検討に当たり，同住宅の見学

会ができないかとの意見あり。 
○シネマとトーク 
 ・認知症をテーマとして，「ぼけますからよろしく」の映画を予定している。向島藤ノ木学区内で開

催したい。（調整中） 
○他地域の取組・視察 
 ・宇治市内の認知症カフェの視察の提案あり。 
 

第３回ワーキング 令和元年８月３日（土）参加者：１４名 

○中国帰国者交流部会について 
 ・７月２０日に開催し，中国帰国者２名を含め，１３名が参加した。 
 ・中国帰国者向けに情報伝達が課題（誰が訳するのか，帰国者は日本語の回覧は読めないなど） 
 ・向島まつりで，夕陽紅の会がブースを確保し，参加する方向となった。 
○空室活用検討作業部会（仮） 
 ・７月２２日に市住宅管理課長と意見交換をした。 
 ・部会への参加をお願いするとともに，親子ペア住宅の見学を依頼した。（いずれも了解済み） 
 ・市福祉部門とも意見交換が必要となった。 
○認知症カフェなど居場所づくり 
 ・８月１２日に宇治市で活動されている「まあいいか café」の「炭焼き肉と京の野菜 Nico」（認知

症の方々が活動）を視察予定 
○シネマとトーク 
 ・１１月３０日（土）１３：３０～ 映画「ぼけますからよろしく」と杉野夫妻とトーク 
   ※８，９街区集会所にて 
○次回ＷＧ 

・１０月１２日（土）１０：００～ 於：元向島中学校（予定） 
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中国帰国者等交流・多文化共生ワーキング 担当取組項目：17，59～64，67，95

【前回推進会議からの主な動き】 
○コアメンバー会議を開催し，取り組むべきテーマを確認した上で，具体的なアイデアを出し合うと

ともに，第1回ワーキング開催に向けて，参加を呼びかける主体を確認した。 

○第1回ワーキングを開催し，ワーキングの目的を確認した上で，今年度具体的に取り組む活動につい

て話し合い，まずは向島まつりに出店して交流の機会づくりのきっかけとし，日々の活動への参加

者を増やすことを目指すこととした。 

主な構成メンバー 

（敬称略） 

リーダー 夕陽紅の会代表者 

進捗管理 都市総務課，アルパック 

地域住民 夕陽紅（シーヤンホン）の会，学区社会福祉協議会 他 

事業者 こうふく介護サービス，京都市向島地域包括支援センター，むか

いじま病院 京都市社会福祉協議会 他 

その他 京都文教大，京都市総合企画局国際化推進室 他 

今年度取り組むプ

ログラム・取組 

17 留学生・中国帰国者等と子どもたちの文化交流促進 

59 中国帰国者等の生活課題，ニーズや自助グループの活動におけるニー

ズを把握し，支援策等を検討 

60 中国帰国者等とのネットワークづくり 

コアメンバー会議 令和元年６月 15 日（土）参加者：13 名 

１．取組のアイデア 

・取り組むべきテーマとして，高齢者の居場所づくり・地域

との交流・住環境の改善があることを確認し，取組ができ

そうなアイデアを出し合った。 

２．ワーキングへの参加呼びかけ 

・中国語ができる住民で関心のある方として，日本語教室を

している主体に声掛けをする。 

・通訳確保のため，国際交流協会，文教大の学生，学生セン

ターに協力依頼を行う。 

第 1 回ワーキング 令和元年７月 20 日（土）参加者：14 名 

１．取組のアイデア 

・今年度取り組むべきテーマとして，以下が挙げられ，それぞれについてアイデアが出された。 

１）交流の機会づくり，２）情報伝達の仕組み，３）住環境の充実，４）言葉の課題への対策 

・次回ワーキングでは，街区の回覧資料（情報伝達の仕組み関連）など，取組に関係しそうな資料・

情報を持ち寄る。 

２．今年度取り組むこと 

・まずは向島まつりに出店して交流の機会づくりのきっかけとし，日々の活動への参加者を増やすこ

とを目指す。 

・出店物は餃子づくりなどを考える。詳細は今後検討。 

・一緒に取り組んでくれる仲間を探してワーキングに呼ぶ。 

 

次回ワーキング：9月 7日（土）14 時～ 元向島中学校（予定） 

以上 
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防災ワーキング 担当取組項目：68～87 

【前回推進会議からの主な動き】 
○2018 年度に「市営住宅空き住戸の緊急避難所（水害時垂直避難）」として，京都市住宅室よりモデ

ル的に 5 街区 1 棟 410 号室を借り，訓練・検証を進め，「向島地域における垂直緊急避難場所管理・

活用マニュアル（5 街区 1 棟 410 号室活用モデル）を作成した。 
そこで，1 街区及び藤ノ木学区でも市営住宅空き住戸を借りられないか，京都市住宅室と 6 月に協

議し，京都市住宅室の松下課長と珍田代表が話し合った。８月中に回答を頂く予定。 
 

○上記とも関連させ，各学区での避難所や避難ルート，要配慮者への避難行動等の課題を整理。 
・各学区の課題整理シートを作成した（7 月） 
・9～12 月にかけて，課題を整理し，整理した課題を各学区自主防災会にフィードバックし，体制

作りを行う予定（1～3 月）。 
 

主な構成メンバー 

（敬称略） 

リーダー 珍田（向島藤ノ木学区自主防災会），書記：愛隣館（田中・佐藤等）

進捗管理 伏見区役所総務防災担当，京都市都市総務課 
地域住民 珍田（向島藤ノ木学区自主防），岡崎・日高・福井（二の丸北学区自

主防），児玉（3 街区 D 棟），矢吹・増田・小山・松本（向島二ノ丸

学区自主防），上代（向島学区自主防災会），野崎（向島南学区自主

防災会），奥田（向島学区），橋本（10 街区自治会） 他 
事業者 田中・出口・佐藤（愛隣館），西川（地域包括支援センター） 他 
その他 杉本（京都文教大），谷本・谷口（伏見区役所総務防災担当），伏見

消防署向島出張所 他 
今年度取り組むプ

ログラム・取組 

 

68 災害想定の周知 
69 防災準備状況の定期チェックとノウハウ共有 
70 配慮必要な住民の情報共有とニーズ調査 
72 周知媒体，マニュアル等の情報バリアフリー化 
73 多様な（二重三重の）情報発信 
75 災害時要配慮者の避難誘導，支援の関係，体制づくり 

（関連：74 避難行動シートづくり） 
76 防災訓練の見直し，充実（訓練への多様な人の参加） 
77 地域防災組織の充実 

78・79 空き家の避難所活用とマニュアル・ルールづくり 

81 ニュータウン全体の公園への防災設備設置 

2019 年度第 3 回ワーキング 2019 年 6 月 29 日（土）参加者：15 名 

○経過報告 

・学区ごとの避難所や避難ルート，要配慮者の避難行動等の課題を整理した「課題整理シート」

は，これまでのワーキング議事録を見返し，書記が一旦まとめることにした。 

・各学区・各団体の防災の取り組みを共有した。二ノ丸学区では避難所を元二の丸小学校から元向

島中学校へ移動することを検討している。また，備蓄倉庫に賞味期限切れのアルファ化米があっ

たため，移動のタイミングで処分する予定。 
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・今年度，京都市は「重度障害者個別避難計画作成等推進事業」のモデル事業を南部圏域（醍醐除

く伏見区）で実施し，「あいりん」含む３ヵ所の障害者地域生活支援センターが担う予定。 

 

○市営住宅５街区空き住戸の避難所活用モデルの訓練・検証 

・今年度，藤の木学区や二ノ丸学区の１街区で借りられないか，6 月 11日に京都市住宅室の松下課

長と珍田代表が話し合い，8 月頃に回答を頂く予定。 

 

以上

2019 年度第 4 回ワーキング 2019 年 7 月 27 日（土）参加者：13 名 

○経過報告 

・学区ごとの「課題整理シート」を作成した。今後，課題についての進捗状況を記載していく予

定。 

・各学区・各団体の防災の取り組みを共有した。二ノ丸学区では，３年前に実施した「わが家の避

難計画」を住民のさらなる意識を高めるため，及び提出された方の記載変更等も予測されること

から再度実施する予定。 

 

○市営住宅５街区空き住戸の避難所活用モデルの訓練・検証 

・京都市住宅室からの返事は８月頃の予定。 

 
○今後の会議日程 

  8 月休み・9 月 28 日（土）・10月 29 日（火）・11月 30 日（土）・12月 21 日（土） 

  （いずれも時間帯：10:00～12:00，場所：学生センター セミナーハウス）  

以上
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